
甦
っ
た「
里
程
標
柱
」

の
履
歴
！

か
つ
て
、
朝
日
屋
原
薬
局
前
の
市
場
大
通
り
の
中
央
に

は
、「
伊
豆
殿
堀（
野
火
止
用
水
）」が
流
れ
、「
道
路
元
標
」

は
そ
の
畔
に
立
っ
て
い
た
。



復
元
さ
れ
た
「
道
路
元
標
」
に
陽
光
が
当
た
る
！

平
成
二
十
七
年
（
２
０
１
５
）
六
月
二
十
六
日
（
金
）、

志
木
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
の
主
催
「
文
化
財
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
〜
は
じ
め
の
一
歩
応
援
講
座
〜
」
の
現
地
研
修

『
志
木
の
歴
史
と
文
化
財
』
の
一
行
、
三
十
数
名
が
、

国
登
録
文
化
財
「
朝
日
屋
原
薬
局
」
を
訪
問
し
た
。



説
明
さ
れ
る
の
は
、「
志
木
の
ま
ち
案
内
人
の
会
」
新
田
泰
男
氏
。

明
治
の
初
め
、
県
内
の
要
所
、
十
数
ヶ
所
に
立
て
ら
れ
た
「
里
程
標
柱
」
の

一
つ
だ
が
、
新
田
氏
に
よ
っ
て
、
そ
の
歴
史
が
始
め
て
紐
解
か
れ
た
。



新
田
氏
は
、
県
の
資
料
を
調
査
さ
れ
て
、
か
つ
て
の
「
志
木
宿
」
の
標
柱
は
、
現
在
、

現
物
が
残
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
は
唯
一
の
も
の
。
標
柱
が
建
立
さ
れ
た
プ
ロ
セ

ス
が
解
明
さ
れ
た
。

昭
和
四
十
年
（
１
９
６
５
）
道
路
拡
張
の
た
め
、
用
水
が
暗
渠
化
さ
れ
た
た
め
、
標

柱
は
破
損
し
た
ま
ま
撤
去
さ
れ
、
現
在
は
、
敷
島
神
社
の
境
内
に
も
と
の
姿
を
残
す
。





平
成
十
二
年
二
月
十
三
日
（
日
）

「
伊
豆
殿
堀
フ
オ
ー
ラ
ム
」
が

開
催
さ
れ
た
。

「
志
木
市
郷
土
史
研
究
会
」
の
呼
び

掛
け
で
、「
伊
豆
殿
堀
フ
ォ
ー
ラ
ム

実
行
委
員
会
」
が
結
成
さ
れ
、
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
・
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
道

路
元
標
」
が
、
朝
日
屋
原
薬
局
店
頭

に
復
元
さ
れ
、
建
立
さ
れ
た
。

同
標
柱
は
、朝
日
屋
原
薬
局
の
当
主
、

原
昭
二
氏
が
、
石
材
店
「
石
栄
」
に

発
注
し
て
製
作
・
施
工
さ
れ
た
。

朝日屋原薬局の店頭でオープニング .
トランペットの演奏で始まる。

復
元
さ
れ
た
「
道
路
元
標
」
の

除
幕
の
セ
レ
モ
ニ
ー

除幕のお手伝いは、原氏の孫一同。

十
五
年
前
に
遡
っ
て
・
・
・

＊写真撮影は井上國夫氏



朝
日
屋
原
薬
局
内
の
特
設
会
場
で
行
わ
れ
た
神
山
健
吉
氏
の
講
話「
伊
豆
殿
堀
の
歴
史
」を
、

多
く
の
市
民
が
聴
講
し
た
。

志木市郷土史研究会会長、神山健吉氏。

原 昭二氏（朝日屋原薬局の当主）の挨拶。

＊写真撮影は井上國夫氏



昭
和
の
初
頭　
朝
日
屋



大
正
の
初
頭　
朝
日
屋


